
山梨県立白根高校では、2019 年度よりクロスカリキュラムを実施。
これからの時代を生きる生徒が深く考えるべきテーマを、複数の教科・科目で取り上げることにより、

異なる角度で学ぶ機会をつくっています。本記事では、 高校版 12 月号で紹介した
同校の取り組みを、授業の具体的な様子などを交えてさらに詳しくお伝えします。

学校概要
◎「自主自立」「進取研鑽」を校是として掲げ、スクール
スローガン〝ＨＡＰＰＹ〟の下、幸福追求を目的とするキャ
リア教育を推進する。シティズンシップ教育やローカル
リーダー育成、地域探究学習など、多彩な教育活動を
展開。ホッケー部やウエイトリフティング部などが、全
国大会の出場経験を持つ。

設立　１９８４（昭和 59）年 　形態　全日制／普通科／共学

生徒数　１学年約 130 人

2021年度進路実績（現役のみ）　国公立大は、都留文科大、山梨県立大などに４人
が合格。私立大は、東京経済大、早稲田大、健康科学大、山梨英和大、山梨学院大
などに延べ 69人が合格。短大・専門学校進学 69人。就職８人。
URL　http://www.shirane-hs.kai.ed.jp/
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　2022年度の入学生から年次進行で実施される高校の新学習指導
要領では、これからの時代に求められる資質・能力を育むため、
各教科等の学習の充実とともに、教科横断的な視点からの教育活
動の改善が求められている。教科等間の内容事項を相互に関連づ
けた教科横断型学習を進めるため、山梨県立白根高校は2019度
から１・２学年の生徒を対象に、全教科・科目共通で設定したテー
マについて同時期に、多角的に学ぶクロスカリキュラムを実施し
ている。
　クロスカリキュラム導入当時から実践にかかわっている進路指
導研究係主事の秋山香江先生は、19年度からの取り組みの変遷を
次のように説明する。
　「変化の激しい時代を生きていく上で必要となる、物事を多面
的・多角的に理解する力を生徒に育むことが、クロスカリキュラ
ム導入のねらいです。これまでの授業では、各教科で扱う知識は
個々に独立した情報としてインプットされがちでしたが、教科間
で学習内容に関連を持たせることで、学習内容についての生徒の
理解を深めるとともに、現代的な課題に対する多面的な考え方
を身につけさせ、学習意欲や問題意識の持続を図ろうと考えまし
た。クロスカリキュラム導入初年度は、各教科で『環境問題』を
テーマに授業を行い、定期考査にも同テーマの問題を組み入れま
した。20年度からは、山梨県教育委員会のキャリア教育推進実践
研究校の指定を受けたことを背景に、テーマをスクールスローガ
ンである〝ＨＡＰＰＹ〟（Be Healthy / Active / Positive / Powerful 
/ Yourselfの５要素）に設定し、引き続きクロスカリキュラムに取
り組んでいます。なお、スクールスローガン〝ＨＡＰＰＹ〟をク
ロスカリキュラムのテーマとする際に参考にしたのが、『VIEW21』
高校版2020年4月号に掲載されていた慶應義塾大学大学院教授の
前野隆司先生のインタビュー記事です（＊1）。経済が成長した社
会での幸せのあり方について解説した同記事は、これからの時代
を生きる生徒にとって、スクールスローガン〝ＨＡＰＰＹ〟がク
ロスカリキュラムのテーマにふさわしいものであることを私たち
に確信させるものでした」
　クロスカリキュラムは、多面的・多角的に物事を理解する力を
育むことを目的としているからこそ、生徒に身近に感じてほしい
テーマ、当事者意識を持ってほしいテーマを設定することが重要
だと、中村千尋校長は説明する。
　「グローバル化やＡＩの進化によって、暮らし方や働き方が激
しく変化する時代に生きる生徒たちにとって、スクールスローガ
ン〝ＨＡＰＰＹ〟は、様々な教科の視点で理解を深めることに値
するテーマです。幸せとは何か、どのような時に自分が幸せを感
じるのか、幸せな人生を送るために自分がすべきことは何かを考
えることで、１００年時代の人生を構築する力が身につくことを期
待しています。また、日々の高校生活においても、生徒たちがモ
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＊ 1  『VIEW21』高校版 2020 年４月号 P.16 〜 19
記事はこちら。
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チベーションを高く維持しながら、各教科の学習や特別活動に臨
むことができると考えています」

　21年度の同校のクロスカリキュラムは、次の流れで進められた。
まず、年度初めに各教科でシラバスを作成する際に、7月から12
月の期間に〝ＨＡＰＰＹ〟を題材とした授業を計画した。そして、
作成した授業指導案を校内の共有サーバーに置き、他教科と共有。
クロスカリキュラムの実施終了後、生徒に対してアンケート調査
を行い、テーマ〝ＨＡＰＰＹ〟への理解の深まりなどを見ていった。
　遠藤優綾先生が2学期に行った1年生の国語の授業では、学校
生活の中の“ＨＡＰＰＹ”を紹介する中学生向けのポスターを制作
するという活動を通して、抽象概念を他者に伝える際のポイント
などを学んだ（図1）。
　生徒は、自分が感じる「学校の活動の中での〝ＨＡＰＰＹ〟」を、
写真や図などの資料を交えて1枚のポスターにまとめた。ポスター
制作の際には、スクールスローガンを構成する「Be Healthy / 
Active / Positive / Powerful / Yourself」の5要素のどれにあたるの
かを生徒に明らかにするよう求めた。授業では、4人程度のグルー
プになって、それぞれが制作したポスターについて説明。説明を
聞いた生徒は、発表者の説明の内容や仕方などでよいと思ったと
ころを具体的に付箋に書いて発表者に渡す。グループを変えて全
員が2回発表したところで、生徒は、説明が上手だった人、ポスター
がよくまとまっていた人をそれぞれ2人選んでClassi（＊2）を通
じて投票し、即座に集計。遠藤先生は、得票数が多かった生徒に、
クラスの前で改めて発表をさせた。
　授業の終盤、遠藤先生は生徒が7月にクロスカリキュラムの1
つとして家庭科の授業で学習した地位財、非地位財の内容を説明
しながら、本時の授業で生徒が挙げた〝ＨＡＰＰＹ〟はどちらに
属するものだったのかを生徒に問いかけるとともに、〝ＨＡＰＰ
Ｙ〟のような抽象的な内容を他者に伝えるためには、部活動、体
育祭、授業など、具体的な場面を織り込みながら表現することが
必要だと、国語の授業としてのポイントを確認した。
　授業後、遠藤先生は、「これからの生徒には、物事をつなげな
がら考える力が必要」と、クロスカリキュラムの意義を語った。

「答えが１つではない問題について考える際には、問題を様々な
角度から見つめ、一つひとつの気づきをつなぎ合わせながら、自
分なりの答えにたどり着くことが必要です。『〝ＨＡＰＰＹ〟とは
何か』も、答えが１つではない問いであり、いろいろな教科で取
り上げることで、生徒は深く探究することができるはずです」
　　〝ＨＡＰＰＹ〟を意識することで、同じ題材であっても授業
のあり方はこれまでとは変わる。国語科では、2年生の授業で、
中島敦の『山月記』を〝ＨＡＰＰＹ〟という観点を意識しながら
読み、登場人物の幸福度の変化や、それぞれの幸せがどのような

抽象概念である“ＨＡＰＰＹ”を
中学生に伝えるための
ポスターを制作

授業例2

写真２　発表を聞いたら、内容面と発表の仕方の面
でよかったところを付箋に書いて、発表者に渡す。
グループを変えて２回発表することで、生徒はより
多くの目で評価してもらうことになる。

写真１　4 人程度のグループになって、１人ずつ「学
校の活動の中での〝ＨＡＰＰＹ〟」を発表。ポスター
の構成要素は、端的に〝ＨＡＰＰＹ〟を伝えるキャッ
チコピー、具体的な活動内容、活動を通して自分が
感じたことの３つだ。

＊ 2 株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式
会社の合弁会社である Classi 株式会社が提供する、学校教育
での ICT 活用を総合的に支援するサービス。
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要素でつくられているのかを議論した教師もいると、遠藤先生は
自校の教師の取り組みを紹介する。
　「生徒には、様々な題材から、そして多様な立場から、〝ＨＡＰ
ＰＹ〟を探究する経験を経て、最終的には『幸福は、みんなで追
求するものであり、そのために自分にもできることがあるのだ』
といった〝ＨＡＰＰＹ〟に対しての当事者としての気づきにたど
り着いてほしいと考えています」（遠藤先生）

　21年度は、1学年の「情報」の授業で、プレゼンテーションソ
フトを使って〝ＨＡＰＰＹ〟を実感するために必要な要素を、Ｋ
Ｊ法を用いて整理したり、「美術」の授業で、〝ＨＡＰＰＹ〟をテー
マにしたストップモーションアニメーションの制作などに取り組
んだりした。学校の教育目標や育成を目指す生徒像に関連する
テーマを、複数の教科において様々な角度から学習していくこと
で、生徒の行動にも徐々に変化が表れている。例えば、夏季休業中、

〝ＨＡＰＰＹ〟をキーワードに日常を見直し、高齢の家族のため
に屋内に手すりを作った生徒もその1人だ。
　「〝ＨＡＰＰＹ〟を頭の中で理解するだけではなく、〝ＨＡＰＰ
Ｙ〟をつくるために自分ができることは何かを考え、周囲を巻き
込みながら実践できる力を身につけてほしいと思っています。今
は、どの学校でも、生徒の自己肯定感を高めることが重要な課題
となっています。そんな中だからこそ、私たち教師にとって〝Ｈ
ＡＰＰＹ〟は、どんなテーマよりも、生徒が自分事として捉え、
行動へとつなげてほしい重要なものだと思っています」（秋山先
生）
　21年度のクロスカリキュラム終了後、前述の前野隆司教授の記
事などを参考に作成したアンケートで、生徒に自身の幸福感につ

スクールスローガンに基づき、
具体的な行動を起こす生徒も

成果と展望3

写真３　クラス全体で特に高評価だった生徒の発表
を全員で確認する。その後、高評価だった生徒の発
表に対する感想、自分の発表についての自己評価を、
グループの生徒からもらった付箋を、タブレット端
末で撮影した動画とともに、Classi にポートフォリ
オとして保存する。

タブレット端末を用いて、生徒各自に発表を記録させ、Classi に保存させることで、
授業内で観察しきれなかった発表の様子を、遠藤先生が後日評価できるようにした。

　　　　　　　　　※学校資料をそのまま掲載。

図１	 家庭科の授業と関連づけて展開した国語の授業計画
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いて聞き、取り組み前後でどのような変化が表れたのかを検証す
る予定だ。
　「山梨県の県立高校は、21年度中にスクールポリシーを策定し、
22年度には各教科でスクールポリシーと関連づけた形での教育活
動の改善が始まります。本校では、スクールスローガン〝ＨＡＰ
ＰＹ〟をスクールポリシーに昇華しながら、地域の幸福追求に貢
献できる人材要件とその育成のための指導を確立することになり
ます。授業、特別活動、部活動など、教育活動のすべてを、生徒
の〝ＨＡＰＰＹ〟へと結びつけていきたいと考えています」（中
村校長）
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